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clear vtp counters
VLAN Trunking Protocol（VTP）およびプルーニングカウンタをクリアするには、特権 EXECモー
ドで clear vtp countersコマンドを使用します。

clear vtp counters

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Modes 特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Examples
次の例では、VTPカウンタをクリアする方法を示します。
Device> enable
Device# clear vtp counters

情報が削除されたことを確認するには、show vtp counters特権EXECコマンドを入力しま
す。
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debug sw-vlan
VLANマネージャアクティビティのデバッグをイネーブルにするには、特権EXECモードでdebug
sw-vlanコマンドを使用します。デバッグをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

debug sw-vlan {badpmcookies | cfg-vlan {bootup | cli} | events | ifs | mapping | notification | packets
| redundancy | registries | vtp}
no debug sw-vlan {badpmcookies | cfg-vlan {bootup | cli} | events | ifs |mapping | notification | packets
| redundancy | registries | vtp}

Syntax Description 不良ポートマネージャクッキーのVLANマネージャインシデントに関するデバッ
グメッセージを表示します。

badpmcookies

VLAN設定デバッグメッセージを表示します。cfg-vlan

スイッチが起動すると、メッセージが表示されます。bootup

コマンドラインインターフェイス（CLI）がVLANコンフィギュレーションモー
ドである場合のメッセージを表示します。

cli

VLANマネージャイベントのデバッグメッセージを表示します。events

VLANマネージャ IOSファイルシステム（IFS）のデバッグメッセージを表示し
ます。詳細については、「debug sw-vlan ifs, on page 5」を参照してください。

ifs

VLANマッピングのデバッグメッセージを表示します。mapping

VLANマネージャ通知のデバッグメッセージを表示します。詳細については、
「debug sw-vlan notification, on page 6」を参照してください。

notification

パケット処理およびカプセル化プロセスのデバッグメッセージを表示します。packets

VTP VLAN冗長性のデバッグメッセージを表示します。redundancy

VLANマネージャレジストリのデバッグメッセージを表示します。registries

VLANTrunking Protocol（VTP）コードのデバッグメッセージを表示します。詳細
については、「debug sw-vlan vtp, on page 8」を参照してください。

vtp

Command Default デバッグはディセーブルです。

Command Modes 特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2
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Usage Guidelines undebug sw-vlanコマンドは no debug sw-vlanコマンドと同じです。

Examples
次に、VLANマネージャイベントのデバッグメッセージを表示する例を示します。
Device> enable
Device# debug sw-vlan events
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debug sw-vlan ifs
VLANマネージャ IOS File System（IFS）エラーテストのデバッグをイネーブルにするには、特権
EXECモードで debug sw-vlan ifsコマンドを使用します。デバッグをディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

debug sw-vlan ifs {open {read | write} | read {1 | 2 | 3 | 4} | write}
no debug sw-vlan ifs {open {read | write} | read {1 | 2 | 3 | 4} | write}

Syntax Description VLANマネージャ IFSファイル読み取り動作のデバッグメッセージを表示します。open
read

VLANマネージャ IFSファイル書き込み動作のデバッグメッセージを表示します。open
write

指定されたエラーテスト（1、2、3、または 4）に関するファイル読み取り動作のデ
バッグメッセージを表示します。

read

ファイル書き込み動作のデバッグメッセージを表示します。write

Command Default デバッグはディセーブルです。

Command Modes 特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines undebug sw-vlan ifsコマンドは no debug sw-vlan ifsコマンドと同じです。

ファイルの読み取り処理に処理 1を選択すると、ヘッダー検証ワードおよびファイルバージョン
番号が格納されたファイルヘッダーが読み込まれます。処理 2を指定すると、ドメインおよび
VLAN情報の大部分が格納されたファイル本体が読み取られます。処理 3を指定すると、Type
Length Version（TLV）記述子構造が読み取られます。処理 4を指定すると、TLVデータが読み取
られます。

Examples
次の例では、ファイル書き込み動作のデバッグメッセージを表示する方法を示します。

Device> enable
Device# debug sw-vlan ifs write
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debug sw-vlan notification
VLANマネージャ通知のデバッグをイネーブルにするには、特権 EXECモードで debug sw-vlan
notificationコマンドを使用します。デバッグをディセーブルにするには、このコマンドのno形式
を使用します。

debug sw-vlan notification {accfwdchange | allowedvlancfgchange | fwdchange | linkchange |
modechange | pruningcfgchange | statechange}
no debug sw-vlan notification {accfwdchange | allowedvlancfgchange | fwdchange | linkchange |
modechange | pruningcfgchange | statechange}

Syntax Description 集約アクセスインターフェイススパニングツリー転送変更に関するVLAN
マネージャ通知のデバッグメッセージを表示します。

accfwdchange

許可VLANの設定変更に関するVLANマネージャ通知のデバッグメッセー
ジを表示します。

allowedvlancfgchange

スパニングツリー転送変更に関するVLANマネージャ通知のデバッグメッ
セージを表示します。

fwdchange

インターフェイスリンクステート変更のVLANマネージャ通知のデバッグ
メッセージを表示します。

linkchange

インターフェイスモード変更のVLANマネージャ通知のデバッグメッセー
ジを表示します。

modechange

プルーニング設定変更のVLANマネージャ通知のデバッグメッセージを表
示します。

pruningcfgchange

インターフェイスステート変更の VLANマネージャ通知のデバッグメッ
セージを表示します。

statechange

Command Default デバッグはディセーブルです。

Command Modes 特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines undebug sw-vlan notificationコマンドは no debug sw-vlan notificationコマンドと同じです。

あるスイッチスタック上でデバッグをイネーブルにした場合は、アクティブスイッチでのみイ

ネーブルになります。特定のスタックメンバをデバッグする場合は、session switch
stack-member-number特権 EXECコマンドを使用してアクティブスイッチから CLIセッションを開
始できます。

VLANコマンド
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Examples
次に、インターフェイスモード変更のVLANマネージャ通知のデバッグメッセージを表
示する例を示します。

Device> enable
Device# debug sw-vlan notification

VLANコマンド
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debug sw-vlan vtp
VLAN Trunking Protocol（VTP）コードのデバッグをイネーブルにするには、特権 EXECモードで
debug sw-vlan vtpコマンドを使用します。デバッグをディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

debug sw-vlan vtp {events | packets | pruning [packets | xmit] | redundancy | xmit}
no debug sw-vlan vtp {events | packets | pruning | redundancy | xmit}

Syntax Description 汎用の論理フローのデバッグメッセージおよび VTPコード内の
VTP_LOG_RUNTIMEマクロによって生成された VTPメッセージ
の詳細を表示します。

events

Cisco IOS VTPプラットフォーム依存層から VTPコードに渡され
たすべての着信VTPパケット（プルーニングパケットを除く）の
内容のデバッグメッセージを表示します。

packets

VTPコードのプルーニングセグメントによって生成されるデバッ
グメッセージを表示します。

pruning

（任意）Cisco IOS VTPプラットフォーム依存層から VTPコード
に渡されたすべての着信 VTPプルーニングパケットの内容のデ
バッグメッセージを表示します。

packets

（任意）VTPコードが Cisco IOS VTPプラットフォーム依存層に
送信するように要求したすべての発信 VTPパケットの内容のデ
バッグメッセージを表示します。

xmit

VTP冗長性のデバッグメッセージを表示します。redundancy

VTPコードが Cisco IOS VTPプラットフォーム依存層に送信する
ように要求したすべての発信VTPパケット（プルーニングパケッ
トを除く）の内容のデバッグメッセージを表示します。

xmit

Command Default デバッグはディセーブルです。

Command Modes 特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines undebug sw-vlan vtpコマンドは no debug sw-vlan vtpコマンドと同じです。

pruningキーワードの後に追加のパラメータを入力しない場合は、VTPプルーニングデバッグ
メッセージが表示されます。これらのメッセージは、VTPプルーニングコード内の

VLANコマンド
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VTP_PRUNING_LOG_NOTICE、VTP_PRUNING_LOG_INFO、VTP_PRUNING_LOG_DEBUG、
VTP_PRUNING_LOG_ALERT、および VTP_PRUNING_LOG_WARNINGマクロによって生成され
ます。

あるスイッチスタック上でデバッグをイネーブルにした場合は、アクティブスイッチでのみイ

ネーブルになります。特定のスタックメンバをデバッグする場合は、session switch
stack-member-number特権 EXECコマンドを使用してアクティブスイッチから CLIセッションを開
始できます。

Examples
次に、VTP冗長性のデバッグメッセージを表示する例を示します。
Device> enable
Device# debug sw-vlan vtp redundancy

VLANコマンド
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private-vlan
プライベート VLANを設定し、プライマリプライベート VLANとセカンダリ VLAN間のアソシ
エーションを設定するには、スイッチスタックまたはスタンドアロンスイッチ上で private-vlan
VLANコンフィギュレーションコマンドを使用します。通常のVLAN設定にVLANを戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

private-vlan {association [add | remove] secondary-vlan-list | community | isolated | primary}
no private-vlan {association | community | isolated | primary}

Syntax Description プライマリVLANとセカンダリVLANとのアソシエーションを作成します。association

セカンダリ VLANをプライマリ VLANに関連付けます。add

セカンダリ VLANとプライマリ VLAN間のアソシエーションをクリアしま
す。

remove

プライベート VLAN内のプライマリ VLANに対応させる 1つまたは複数の
セカンダリ VLAN。

secondary-vlan-list

VLANをコミュニティ VLANとして指定します。community

VLANを独立 VLANとして指定します。isolated

VLANをプライマリ VLANとして指定します。primary

Command Default デフォルトでは、プライベート VLANが設定されていません。

Command Modes VLANコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines プライベートVLANを設定する前に、VLANTrunking Protocol（VTP）をディセーブル（VTPトラ
ンスペアレントモード）にする必要があります。プライベートVLANを設定した後で、VTPモー
ドをクライアントまたはサーバに変更できません。

VTPは、プライベートVLANの設定を伝播しません。レイヤ 2ネットワーク内のすべてのスイッ
チにプライベートVLANを手動で設定して、レイヤ2データベースを結合し、プライベートVLAN
トラフィックのフラッディングを防ぐ必要があります。

プライベート VLANには、VLAN 1または VLAN 1002～ 1005を設定できません。拡張 VLAN
（VLAN ID 1006～ 4094）はプライベート VLANに設定できます。

VLANコマンド
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セカンダリ（独立またはコミュニティ）VLANを 1つのプライマリ VLANだけに対応させること
ができます。プライマリVLANには、1つの独立VLANおよび複数のコミュニティVLANを関連
付けることができます。

•セカンダリ VLANをプライマリ VLANとして設定できません。

• secondary-vlan-listには、スペースを含めないでください。カンマで区切った複数の項目を含
めることができます。各項目として入力できるのは、単一のプライベートVLAN ID、または
ハイフンで連結したプライベートVLAN IDの範囲です。リストには、1つの独立VLANと複
数のコミュニティ VLANを含めることができます。

•プライマリまたはセカンダリ VLANのいずれかを削除すると、VLANに関連付けられたポー
トが非アクティブになります。

コミュニティ VLANは、コミュニティポート間、およびコミュニティポートから対応するプラ
イマリ VLANの無差別ポートにトラフィックを伝送します。

独立VLANは、無差別ポートと通信を行うために独立ポートによって使用されます。同一のプラ
イマリVLANドメインで他のコミュニティポートまたは独立ポートにトラフィックを伝送しませ
ん。

プライマリ VLANは、ゲートウェイからプライベートポートのカスタマーエンドステーション
にトラフィックを伝送する VLANです。

レイヤ 3 VLANインターフェイス（SVI）はプライマリ VLANにだけ設定してください。セカン
ダリVLANには、レイヤ3VLANインターフェイスを設定できません。VLANがセカンダリVLAN
として設定されている間、セカンダリ VLANの SVIはアクティブになりません。

VLANコンフィギュレーションモードを終了するまで、private-vlanコマンドは作用しません。

プライベート VLANポートを EtherChannelとして設定しないでください。ポートがプライベート
VLANの設定に含まれている間は、そのポートのEtherChannel設定はいずれも非アクティブです。

プライベート VLANをリモートスイッチドポートアナライザ（RSPAN）VLANとして設定しな
いでください。

プライベート VLANを音声 VLANとして設定しないでください。

プライベートVLANが設定されたスイッチにフォールバックブリッジングを設定しないでくださ
い。

プライベート VLANには複数の VLANが含まれますが、プライベート VLAN全体で実行される
のは 1つの STPインスタンスだけです。セカンダリ VLANがプライマリ VLANに関連付けられ
ている場合、プライマリ VLANの STPパラメータがセカンダリ VLANに伝播されます。

プライベートVLANの他の機能との相互作用に関する詳細については、このリリースに対応する
ソフトウェアコンフィギュレーションガイドを参照してください。

次の例では、VLAN 20をプライマリ VLANに、VLAN 501を独立 VLANに、VLAN 502
および 503をコミュニティ VLANに設定し、プライベート VLANに関連付ける方法を示
します。

VLANコマンド
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デバイス# configure terminal
デバイス(config)# vlan 20
デバイス(config-vlan)# private-vlan primary
デバイス(config-vlan)# exit
デバイス(config)# vlan 501
デバイス(config-vlan)# private-vlan isolated
デバイス(config-vlan)# exit
デバイス(config)# vlan 502
デバイス(config-vlan)# private-vlan community
デバイス(config-vlan)# exit
デバイス(config)# vlan 503
デバイス(config-vlan)# private-vlan community
デバイス(config-vlan)# exit
デバイス(config)# vlan 20
デバイス(config-vlan)# private-vlan association 501-503
デバイス(config-vlan)# end

設定を確認するには、show vlan private-vlanまたは show interfaces status privileged EXEC
コマンドを入力します。

VLANコマンド
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private-vlan mapping
両方の VLANで同じプライマリ VLANスイッチ仮想インターフェイス（SVI）を共有できるよう
に、プライマリ VLANとセカンダリ VLAN間のマッピングを作成するには、スイッチ仮想イン
ターフェイス（SVI）で private-vlan mappingインターフェイスコンフィギュレーションコマン
ドを使用します。SVIからプライベートVLANのマッピングを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

private-vlan mapping [add | remove] secondary-vlan-list
no private-vlan mapping

Syntax Description （任意）セカンダリ VLANをプライマリ VLAN SVIにマッピングします。add

（任意）セカンダリ VLANとプライマリ VLAN SVI間のマッピングを削除
します。

remove

（任意）1つまたは複数のセカンダリVLANをプライマリVLAN SVIにマッ
ピングします。

secondary-vlan-list

Command Default プライベート VLAN SVIマッピングは設定されません。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines プライベートVLANを設定する場合は、デバイスがVTPトランスペアレントモードになっている
必要があります。

プライマリ VLANの SVIは、レイヤ 3で作成されます。

レイヤ 3 VLANインターフェイス（SVI）はプライマリ VLANにだけ設定してください。セカン
ダリVLANには、レイヤ3VLANインターフェイスを設定できません。VLANがセカンダリVLAN
として設定されている間、セカンダリ VLANの SVIはアクティブになりません。

secondary-vlan-list引数にスペースを含めることはできません。カンマで区切った複数の項目を含
めることができます。各項目として入力できるのは、単一のプライベートVLAN ID、またはハイ
フンで連結したプライベート VLAN IDの範囲です。リストには、1つの独立 VLANと複数のコ
ミュニティ VLANを含めることができます。

セカンダリVLANで受信されたトラフィックは、プライマリVLANの SVIによってルーティング
されます。

セカンダリ VLANは、1つのプライマリ SVIだけにマッピングできます。プライマリ VLANがセ
カンダリVLANとして設定されると、このコマンドで指定されたすべての SVIはダウンします。

VLANコマンド
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有効なレイヤ 2プライベートVLANのアソシエーションがない 2つのVLAN間のマッピングを設
定する場合、マッピングの設定は作用しません。

Examples
次の例では、VLAN 20のインターフェイスをVLAN 18の SVIにマッピングする方法を示
します。

Device# configure terminal
Device# interface vlan 18
Device(config-if)# private-vlan mapping 20
Device(config-vlan)# end

次の例では、セカンダリVLAN303～305、および307からのセカンダリVLANトラフィッ
クのルーティングを VLAN 20 SVIを介して許可する方法を示します。
Device# configure terminal
Device# interface vlan 20
Device(config-if)# private-vlan mapping 303-305, 307
Device(config-vlan)# end

設定を確認するには、show interfaces private-vlan mapping特権 EXECコマンドを入力し
ます。

VLANコマンド
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show interfaces private-vlan mapping
VLANスイッチ仮想インターフェイス（SVI）のプライベート VLANのマッピング情報を表示す
るには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show interfaces private-vlan mappingコ
マンドを使用します。

show interfaces [interface-id] private-vlan mapping

Syntax Description （任意）プライベートVLANのマッピング情報を表示するインターフェイスの ID。interface-id

Command Default なし

Command Modes ユーザ EXEC

特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Examples
次に、プライベート VLANのマッピングに関する情報を表示する例を示します。
Device#show interfaces private-vlan mapping
Interface Secondary VLAN Type
--------- -------------- -----------------
vlan2 301 community
vlan3 302 community

VLANコマンド
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show vlan
設定されたすべてのVLANまたはスイッチ上の 1つのVLAN（VLAN IDまたは名前を指定した場
合）のパラメータを表示するには、特権 EXECモードで show vlanコマンドを使用します。

show vlan [brief | group | id vlan-id | mtu | name vlan-name | private-vlan [type] | remote-span |
summary]

Syntax Description （任意）VLANごとに VLAN名、ステータス、およびポー
トを 1行で表示します。

brief

（任意）VLANグループについての情報を表示します。group

（任意）VLAN ID番号で特定された 1つの VLANに関する
情報を表示します。vlan-idに指定できる範囲は 1～ 4094で
す。

id vlan-id

（任意）VLANのリストと、VLANのポートに設定されて
いる最小および最大伝送単位（MTU）サイズを表示します。

mtu

（任意）VLAN名で特定された 1つの VLANに関する情報
を表示します。VLAN名は、1～ 32文字の ASCII文字列で
す。

name vlan-name

（任意）プライマリおよびセカンダリVLANID、タイプ（コ
ミュニティ、独立、またはプライマリ）、およびプライベー

ト VLANに属するポートを含む、設定済みのプライベート
VLANの情報を表示します。このキーワードは、スイッチ
が IPサービスフィーチャセットを実行している場合にだけ
サポートされます。

private-vlan

（任意）プライベートVLAN IDおよびタイプだけを表示し
ます。

type

（任意）Remote SPAN（RSPAN）VLANに関する情報を表
示します。

remote-span

（任意）VLANサマリー情報を表示します。summary

ifindexキーワードは、コマンドラインのヘルプストリングに表示されますが、サポートされてい
ません。

Note

Command Modes ユーザ EXEC

VLANコマンド
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Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines show vlan mtuコマンド出力では、MTU_Mismatch列に VLAN内のすべてのポートに同じMTUが
あるかどうかを示します。この列に yesが表示されている場合、VLANの各ポートに別々のMTU
があり、パケットが、大きいMTUを持つポートから小さいMTUを持つポートにスイッチングさ
れると、ドロップされることがあります。VLANにSVIがない場合、ハイフン（-）記号がSVI_MTU
列に表示されます。MTU-Mismatch列に yesが表示されている場合、MiniMTUとMaxMTUを持つ
ポート名が表示されます。

セカンダリ VLANを定義する前にプライベート VLANのセカンダリ VLANをプライマリ VLAN
に対応させようとすると、セカンダリVLANが show vlan private-vlanコマンドの出力に含まれま
せん。

show vlan private-vlan typeコマンドの出力では、normalとして表示されたタイプは、プライベー
ト VLANのアソシエーションを持っていても、プライベート VLANの一部ではない VLANであ
ることを意味します。たとえば、2つのVLANをプライマリVLANおよびセカンダリVLANと定
義し、対応させた後で、プライマリVLANからアソシエーションを削除せずにセカンダリVLAN
の設定を削除した場合、セカンダリ VLANだった VLANが出力に normalとして表示されます。
show vlan private-vlan出力では、プライマリとセカンダリ VLANのペアが nonoperationalと表示
されます。

Examples
次に、show vlanコマンドの出力例を示します。次の表に、この出力で表示されるフィー
ルドについて説明します。

Device> show vlan
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Gi1/0/2, Gi1/0/3, Gi1/0/4

Gi1/0/5, Gi1/0/6, Gi1/0/7
Gi1/0/8, Gi1/0/9, Gi1/0/10
Gi1/0/11, Gi1/0/12, Gi1/0/13
Gi1/0/14, Gi1/0/15, Gi1/0/16
Gi1/0/17, Gi1/0/18, Gi1/0/19
Gi1/0/20, Gi1/0/21, Gi1/0/22
Gi1/0/23, Gi1/0/24, Gi1/0/25
Gi1/0/26, Gi1/0/27, Gi1/0/28
Gi1/0/29, Gi1/0/30, Gi1/0/31
Gi1/0/32, Gi1/0/33, Gi1/0/34
Gi1/0/35, Gi1/0/36, Gi1/0/37
Gi1/0/38, Gi1/0/39, Gi1/0/40
Gi1/0/41, Gi1/0/42, Gi1/0/43
Gi1/0/44, Gi1/0/45, Gi1/0/46
Gi1/0/47, Gi1/0/48

2 VLAN0002 active
40 vlan-40 active
300 VLAN0300 active
1002 fddi-default act/unsup
1003 token-ring-default act/unsup
1004 fddinet-default act/unsup
1005 trnet-default act/unsup

VLAN Type SAID MTU Parent RingNo BridgeNo Stp BrdgMode Trans1 Trans2
---- ----- ---------- ----- ------ ------ -------- ---- -------- ------ ------

VLANコマンド
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1 enet 100001 1500 - - - - - 0 0
2 enet 100002 1500 - - - - - 0 0
40 enet 100040 1500 - - - - - 0 0
300 enet 100300 1500 - - - - - 0 0
1002 fddi 101002 1500 - - - - - 0 0
1003 tr 101003 1500 - - - - - 0 0
1004 fdnet 101004 1500 - - - ieee - 0 0
1005 trnet 101005 1500 - - - ibm - 0 0
2000 enet 102000 1500 - - - - - 0 0
3000 enet 103000 1500 - - - - - 0 0

Remote SPAN VLANs
------------------------------------------------------------------------------
2000,3000

Primary Secondary Type Ports
------- --------- ----------------- ------------------------------------------

Table 1: show vlanコマンドの出力フィールド

説明フィールド

VLAN番号。VLAN

VLANの名前（設定されている場合）。Name

VLANのステータス（activeまたは suspend）。Status

VLANに属するポート。Ports

VLANのメディアタイプ。Type

VLANのセキュリティアソシエーション ID値。SAID

VLANの最大伝送単位サイズ。MTU

親 VLAN（存在する場合）。Parent

VLANのリング番号（該当する場合）。RingNo

VLANのブリッジ番号（該当する場合）。BrdgNo

VLANで使用されるスパニングツリープロトコルタイプ。Stp

この VLANのブリッジングモード：可能な値はソースルートブリッ
ジング（SRB）およびソースルートトランスペアレント（SRT）で、
デフォルトは SRBです。

BrdgMode

トランスレーションブリッジ 1。Trans1

トランスレーションブリッジ 2。Trans2

設定されている RSPAN VLANを識別します。Remote SPAN VLANs

VLANコマンド
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次に、show vlan summaryコマンドの出力例を示します。

Device> show vlan summary
Number of existing VLANs : 45
Number of existing VTP VLANs : 45
Number of existing extended VLANS : 0

次に、show vlan idコマンドの出力例を示します。

Device# show vlan id 2
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
2 VLAN0200 active Gi1/0/7, Gi1/0/8
2 VLAN0200 active Gi2/0/1, Gi2/0/2

VLAN Type SAID MTU Parent RingNo BridgeNo Stp BrdgMode Trans1 Trans2
---- ----- ---------- ----- ------ ------ -------- ---- -------- ------ ------
2 enet 100002 1500 - - - - - 0 0

Remote SPAN VLANs
------------------------------------------------------------------------------
Disabled

VLANコマンド
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show vtp
VLAN Trunking Protocol（VTP）管理ドメイン、ステータス、およびカウンタに関する一般情報を
表示するには、EXECモードで show vtpコマンドを使用します。

show vtp {counters | devices [conflicts] | interface [interface-id] | password | status}

Syntax Description デバイスの VTP統計情報を表示します。counters

ドメイン内のすべてのVTPバージョン 3デバイスに関する情報を
表示します。このキーワードは、デバイスがVTPバージョン 3を
実行していない場合だけ適用されます。

devices

（任意）競合するプライマリサーバを持つVTPバージョン 3デバ
イスに関する情報を表示します。デバイスがVTPトランスペアレ
ントモードまたはVTPオフモードにある場合、このコマンドは無
視されます。

conflicts

すべてのインターフェイスまたは指定されたインターフェイスに

対する VTPのステータスおよび設定を表示します。
interface

（任意）VTPステータスおよび設定を表示するインターフェイス。
ここには物理インターフェイスまたはポートチャネルを指定でき

ます。

interface-id

VTPパスワードが設定されているかどうかを表示します（特権
EXECモードでのみ使用可能）。

password

VTP管理ドメインのステータスに関する一般情報を表示します。status

Command Modes ユーザ EXEC

特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

show vtp passwordコマンドの出力は、パスワードが設定
されているかどうかを表示します。

Cisco IOS XE Gibraltar 16.12.4

Examples
次に、show vtp devicesコマンドの出力例を示します。Conflict列の Yesは、応答する
サーバがその機能のローカルサーバと競合していることを示します。つまり、同じドメイ

ン内の 2つのデバイスは、データベースに対して同じプライマリサーバを持ちません。
Device> enable
Device# show vtp devices

VLANコマンド
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Retrieving information from the VTP domain. Waiting for 5 seconds.
VTP Database Conf Device ID Primary Server Revision System Name

lict
------------ ---- -------------- -------------- ---------- ----------------------
VLAN Yes 00b0.8e50.d000 000c.0412.6300 12354 main.cisco.com
MST No 00b0.8e50.d000 0004.AB45.6000 24 main.cisco.com
VLAN Yes 000c.0412.6300=000c.0412.6300 67 qwerty.cisco.com

次に、showvtpcountersコマンドの出力例を示します。次の表に、この出力で表示される
各フィールドについて説明します。

Device> show vtp counters
VTP statistics:
Summary advertisements received : 0
Subset advertisements received : 0
Request advertisements received : 0
Summary advertisements transmitted : 0
Subset advertisements transmitted : 0
Request advertisements transmitted : 0
Number of config revision errors : 0
Number of config digest errors : 0
Number of V1 summary errors : 0

VTP pruning statistics:

Trunk Join Transmitted Join Received Summary advts received from
non-pruning-capable device

---------------- ---------------- ---------------- ---------------------------
Gi1/0/47 0 0 0
Gi1/0/48 0 0 0
Gi2/0/1 0 0 0
Gi3/0/2 0 0 0

Table 2: show vtp countersのフィールドの説明

説明フィールド

トランクポート上でこのデバイスが受信するサ

マリーアドバタイズメントの数。サマリーアド

バタイズには、管理ドメイン名、コンフィギュ

レーションリビジョン番号、更新タイムスタン

プと ID、認証チェックサム、および関連するサ
ブセットアドバタイズの数が含まれます。

Summary advertisements received

トランクポート上でこのデバイスが受信するサ

ブセットアドバタイズメントの数。サブセット

アドバタイズには、1つ以上の VLANに関する
情報がすべて含まれています。

Subset advertisements received

トランクポート上でこのデバイスが受信するア

ドバタイズメント要求の数。アドバタイズ要求

は、通常、すべてのVLAN上に関する情報を要
求します。また、VLANのサブセットに関する
情報も要求できます。

Request advertisements received

VLANコマンド
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説明フィールド

トランクポート上でこのデバイスが送信するサ

マリーアドバタイズメントの数。サマリーアド

バタイズには、管理ドメイン名、コンフィギュ

レーションリビジョン番号、更新タイムスタン

プと ID、認証チェックサム、および関連するサ
ブセットアドバタイズの数が含まれます。

Summary advertisements transmitted

トランクポート上でこのデバイスが送信するサ

ブセットアドバタイズメントの数。サブセット

アドバタイズには、1つ以上の VLANに関する
情報がすべて含まれています。

Subset advertisements transmitted

トランクポート上でこのデバイスが送信するア

ドバタイズメント要求の数。アドバタイズ要求

は、通常、すべてのVLAN上に関する情報を要
求します。また、VLANのサブセットに関する
情報も要求できます。

Request advertisements transmitted

リビジョンエラーの数。

新しい VLANの定義、既存 VLANの削除、中
断、または再開、あるいは既存 VLANのパラ
メータ変更を行うと、デバイスのコンフィギュ

レーションリビジョン番号が増加します。

リビジョン番号がデバイスのリビジョン番号と

一致するにもかかわらず、MD5ダイジェスト値
が一致しないアドバタイズメントをデバイスが

受信すると、リビジョンエラーが増加します。

このエラーは、2つのデバイスのVTPパスワー
ドが異なるか、またはデバイスの設定が異なる

ことを意味します。

これらのエラーは、デバイスが受信アドバタイ

ズメントをフィルタしていて、これによりVTP
データベースがネットワーク全体で同期されて

いない状態になっていることを示しています。

Number of configuration revision errors

VLANコマンド
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説明フィールド

MD5ダイジェストエラーの数。

サマリーパケット内のMD5ダイジェストと、
デバイスによって計算された受信済みアドバタ

イズメントのMD5ダイジェストが一致しない
場合は、ダイジェストエラーが増加します。こ

のエラーは、通常、2つのデバイスのVTPパス
ワードが異なることを意味します。この問題を

解決するには、すべてのデバイスで VTPパス
ワードが同じになるようにします。

これらのエラーは、デバイスが受信アドバタイ

ズメントをフィルタしていて、これによりVTP
データベースがネットワーク全体で同期されて

いない状態になっていることを示しています。

Number of configuration digest errors

バージョン 1エラーの数。

VTP V2モードのデバイスが VTPバージョン 1
フレームを受信すると、バージョン 1サマリー
エラーが増加します。これらのエラーは、少な

くとも1つの近接デバイスで、V2モードがディ
セーブルにされた VTPバージョン 1、または
VTPバージョン 2が実行されていることを示し
ています。この問題を解決するには、VTP V2
モードのデバイスの設定をディセーブルに変更

します。

Number of V1 summary errors

トランク上で送信されたVTPプルーニングメッ
セージの数。

Join Transmitted

トランク上で受信されたVTPプルーニングメッ
セージの数。

Join Received

トランク上で受信された、プルーニングをサ

ポートしていないデバイスからのVTPサマリー
メッセージの数。

SummaryAdvts Received from non-pruning-capable
device

次に、show vtp statusコマンドの出力例を示します。次の表に、この出力で表示される各
フィールドについて説明します。

Device> show vtp status
VTP Version capable : 1 to 3
VTP version running : 1
VTP Domain Name :
VTP Pruning Mode : Disabled
VTP Traps Generation : Disabled
Device ID : 2037.06ce.3580
Configuration last modified by 192.168.1.1 at 10-10-12 04:34:02
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Local updater ID is 192.168.1.1 on interface LIIN0 (first layer3 interface found
)

Feature VLAN:
--------------
VTP Operating Mode : Server
Maximum VLANs supported locally : 1005
Number of existing VLANs : 7
Configuration Revision : 2
MD5 digest : 0xA0 0xA1 0xFE 0x4E 0x7E 0x5D 0x97 0x41

0x89 0xB9 0x9B 0x70 0x03 0x61 0xE9 0x27

Table 3: show vtp statusのフィールドの説明

説明フィールド

デバイス上で動作できるVTPバージョンを表示
します。

VTP Version capable

デバイス上で動作中のVTPバージョンを表示し
ます。デフォルトでは、デバイスはバージョン

1を実行しますが、バージョン 2に設定するこ
ともできます。

VTP Version running

デバイスの管理ドメインを特定する名前。VTP Domain Name

プルーニングがイネーブルかまたはディセーブ

ルかを表示します。VTPサーバでプルーニング
をイネーブルにすると、管理ドメイン全体でプ

ルーニングが有効になります。プルーニングを

使用すると、トラフィックが適切なネットワー

クデバイスにアクセスするために使用しなけれ

ばならないトランクリンクへのフラッディング

トラフィックが制限されます。

VTP Pruning Mode

VTPトラップをネットワーク管理ステーション
に送信するかどうかを表示します。

VTP Traps Generation

ローカルデバイスのMACアドレスを表示しま
す。

Device ID

最後に行った設定変更の日付と時刻を表示しま

す。データベースの設定変更の原因となったデ

バイスの IPアドレスを表示します。

Configuration last modified
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説明フィールド

VTP動作モード（サーバ、クライアント、また
はトランスペアレント）を表示します。

Server：VTPサーバモードのデバイスはVTPに
対してイネーブルであり、アドバタイズメント

を送信します。スイッチでVLANを設定できま
す。このデバイスを使用すると、起動後に、現

在の VTPデータベース内のすべての VLAN情
報を、NVRAMから復元できます。デフォルト
では、すべてのデバイスが VTPサーバです。

デバイスが設定を NVRAMに書き込ん
でいる間に障害を検出し、NVRAMが機
能するまでサーバモードに戻ることがで

きない場合、スイッチはVTPサーバモー
ドから VTPクライアントモードに自動
的に変わります。

Note

Client：VTPクライアントモードのデバイスは
VTPに対してイネーブルであり、アドバタイズ
メントを送信できますが、VLAN設定を格納す
るために十分な不揮発性ストレージがありませ

ん。スイッチでは VLANを設定できません。
VTPクライアントが起動すると、VTPクライア
ントはそのVLANデータベースを初期化するア
ドバタイズを受信するまで、VTPアドバタイズ
を送信しません。

Transparent：VTPトランスペアレントモード
のデバイスは、VTPに対してディセーブルであ
り、アドバタイズメントの送信や、他のデバイ

スから送信されたアドバタイズメントの学習を

行いません。また、ネットワーク内の他のデバ

イスのVLAN設定にも影響しません。デバイス
はVTPアドバタイズメントを受信し、アドバタ
イズメントを受信したトランクポートを除くす

べてのトランクポートにこれを転送します。

VTP Operating Mode

ローカルにサポートされている VLANの最大
数。

Maximum VLANs Supported Locally

既存の VLAN数。Number of Existing VLANs

このデバイスの現在のコンフィギュレーション

リビジョン番号。

Configuration Revision
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説明フィールド

VTP設定の 16バイトチェックサム。MD5 Digest

VLANコマンド
26

VLANコマンド
show vtp



switchport mode private-vlan
インターフェイスをホストプライベートVLANポートまたは無差別プライベートVLANポートと
して設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで switchport mode
private-vlanコマンドを使用します。モードをデバイスに適したデフォルト設定にリセットするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

switchport mode private-vlan {host | promiscuous}
no switchport mode private-vlan

Syntax Description インターフェイスをプライベート VLANホストポートとして設定します。ホスト
ポートはプライベートVLANのセカンダリVLANに所属しており、所属するVLAN
に応じてコミュニティポートまたは独立ポートのいずれかになります。

host

インターフェイスをプライベート VLAN無差別ポートとして設定します。無差別
ポートは、プライベート VLANのプライマリ VLANのメンバです。

promiscuous

Command Default なし

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines プライベート VLANのホストポートまたは無差別ポートは、スイッチドポートアナライザ
（SPAN）宛先ポートには設定できません。SPAN宛先ポートをプライベートVLANのホストポー
トまたは無差別ポートとして設定する場合、ポートが非アクティブになります。

ポート上のプライベート VLANに他の機能（以下）を設定しないでください。

•ダイナミックアクセスポート VLANメンバーシップ

•ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）

•ポート集約プロトコル（PAgP）

•リンク集約制御プロトコル（LACP）

•マルチキャスト VLANレジストレーション（MVR）

•音声 VLAN

ポートがプライベート VLANの設定に含まれている間は、そのポートの EtherChannel設定はいず
れも非アクティブです。

プライベートVLANポートはセキュアポートにはできないので、保護ポートとして設定できませ
ん。

VLANコマンド
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プライベートVLANの他の機能との相互作用に関する詳細については、このリリースに対応する
ソフトウェアコンフィギュレーションガイドを参照してください。

設定の矛盾による STPループの発生を防ぎ、STPコンバージェンスをより速く行うために、独立
およびコミュニティホストポート上でスパニングツリーPortFastおよびブリッジプロトコルデー
タユニット（BPDU）ガードをイネーブルにすることを強く推奨します。

ポートをプライベート VLANホストポートとして設定し、switchport private-vlan host-association
コマンドを使用して有効なプライベートVLANのアソシエーションを設定しない場合、インター
フェイスは非アクティブになります。

ポートをプライベートVLAN無差別ポートとして設定し、switchport private-vlan mappingコマン
ドを使用して有効なプライベートVLANのマッピングを設定しない場合、インターフェイスは非
アクティブになります。

Examples
次の例では、インターフェイスをプライベート VLANホストポートとして設定し、それ
をプライマリ VLAN 20に関連付ける方法を示します。インターフェイスは、セカンダリ
独立 VLAN 501およびプライマリ VLAN 20のメンバです。

デバイス(config)# interface gigabitethernet2/0/1
デバイス(config-if)# switchport mode private-vlan host
デバイス (config-if)# switchport private-vlan host-association 20 501
デバイス (config-if)# end

次に、インターフェイスをプライベート VLAN無差別ポートとして設定してそれをプラ
イベートVLANにマッピングする例を示します。インターフェイスは、プライマリVLAN
20のメンバで、セカンダリ VLAN 501～ 503がマッピングされます。

デバイス(config)# interface gigabitethernet2/0/1
デバイス(config-if)# switchport mode private-vlan promiscuous
デバイス (config-if)# switchport private-vlan mapping 20 501-503
デバイス (config-if)# end
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switchport priority extend
着信したタグなしフレームのポートプライオリティ、または指定されたポートに接続された IP
フォンが受信するフレームのプライオリティを設定するには、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードで switchport priority extendコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

switchport priority extend {cos value | trust}
no switchport priority extend

Syntax Description PCから受信したか、または指定したClass ofService（CoS）値を持つ接続装置から受信
した IEEE 802.1pプライオリティを上書きするよう IP Phoneポートを設定します。指定
できる範囲は 0～ 7です。7が最も高いプライオリティです。デフォルトは 0です。

cos
value

PCまたは接続装置から受信した IEEE802.1pプライオリティを信頼するように IP Phone
のポートを設定します。

trust

Command Default ポートで受信したタグなしフレームには、デフォルトポートプライオリティは、CoS値 0で設定
されています。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines 音声 VLANをイネーブルにした場合、デバイスを設定して、Cisco Discovery Protocol（CDP）パ
ケットを送信し、Cisco IP電話のアクセスポートに接続される装置からデータパケットを送信する
方法を IP電話に指示できます。Cisco IP電話に設定を送信するには、Cisco IP電話に接続してい
るデバイスポートのCDPをイネーブルにする必要があります（デフォルトでは、CDPはすべての
デバイスインターフェイスでグローバルにイネーブルです）。

デバイスアクセスポート上で音声 VLANを設定する必要があります。

次の例では、受信した IEEE 802.1pプライオリティを信頼するように、指定されたポート
に接続された IP Phoneを設定する方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# switchport priority extend trust

設定を確認するには、 show interfaces interface-id switchport特権 EXECコマンドを入力
します。
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switchport trunk
インターフェイスがトランキングモードの場合、トランクの特性を設定するには、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードで switchport trunkコマンドを使用します。トランキング特
性をデフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

switchport trunk {allowed vlan vlan-list | native vlan vlan-id | pruning vlan vlan-list }
no switchport trunk {allowed vlan | native vlan | pruning vlan}

Syntax Description トランキングモードの場合に、このインターフェイス上でタグ付き形式

のトラフィックを送受信できる許可VLANのリストを設定します。vlan-list
の選択については、「使用上のガイドライン」を参照してください。

allowed vlan vlan-list

インターフェイスが IEEE 802.1Qトランキングモードの場合に、タグな
しトラフィックを送受信するようにネイティブVLANを設定します。指
定できる範囲は 1～ 4094です。

native vlan vlan-id

トランキングモードの場合に、VTPプルーニングに適格な VLANのリ
ストを設定します。vlan-listの選択については、「使用上のガイドライ
ン」を参照してください。

pruning vlan vlan-list

Command Default VLAN 1は、ポートのデフォルトのネイティブ VLAN IDです。

すべての VLANリストのデフォルトには、すべての VLANが含まれます。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines vlan-listの形式は、all | none | [add | remove | except] vlan-atom [,vlan-atom...]です。:

• all 1～ 4094のすべての VLANを指定します。これはデフォルトです。このキーワードは、
リストのすべての VLANを同時に設定することを許可しないコマンド上では使用できませ
ん。

• none空のリストを指定します。特定のVLANを設定するか、または少なくとも 1つのVLAN
を設定する必要があるコマンドでは、このキーワードを使用できません。

• addリストを置き換えるのではなく、現在設定されているVLANにVLANの定義済みリスト
を追加します。有効な IDは 1～ 1005です。場合によっては、拡張範囲 VLAN（VLAN IDが
1005より上）を使用できます。
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許可 VLANリストに拡張範囲 VLANを追加できますが、プルーニング
適格 VLANリストには追加できません。

Note

カンマを使い、連続しない VLAN IDを区切ります。IDの範囲を指定するには、ハイフンを
使用します。

• removeリストを置き換えるのではなく、現在設定されている VLANから VLANの定義済み
リストを削除します。有効な IDは 1～ 1005です。場合によっては、拡張範囲VLAN IDを使
用できます。

許可 VLANリストから拡張範囲 VLANを削除できますが、プルーニン
グ適格リストからは削除できません。

Note

• except定義済みVLANリスト以外の、計算する必要があるVLANを示します（指定されてい
る VLAN以外の VLANが追加されます）。有効な IDの範囲は 1～ 1005です。カンマを使
い、連続しないVLANIDを区切ります。IDの範囲を指定するには、ハイフンを使用します。

• vlan-atomは、1～ 4094内の単一の VLAN番号、または 2つの VLAN番号で指定された連続
した範囲の VLANで、小さい方の値を先頭にハイフンで区切ります。

ネイティブ VLAN：

• IEEE 802.1Qトランクポートで受信されたすべてのタグなしトラフィックは、ポートに設定
されたネイティブ VLANによって転送されます。

•パケットの VLAN IDが送信側ポートのネイティブ VLAN IDと同じであれば、そのパケット
はタグなしで送信されます。ネイティブVLANIDと異なる場合は、スイッチはそのパケット
をタグ付きで送信します。

• native vlanコマンドの no形式は、ネイティブモード VLANを、デバイスに適したデフォル
ト VLANにリセットします。

許可 VLAN：

•スパニングツリーループまたはストームのリスクを減らすには、許可リストから VLAN 1を
削除して個々のVLANトランクポートのVLAN1をディセーブルにできます。トランクポー
トから VLAN 1を削除した場合、インターフェイスは管理トラフィック（Cisco Discovery
Protocol（CDP）、ポート集約プロトコル（PAgP）、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）、ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）、および VLAN 1の VLANトラ
ンキングプロトコル（VTP））を送受信し続けます。

• allowed vlanコマンドの no形式は、リストをデフォルトリスト（すべてのVLANを許可）に
リセットします。

トランクプルーニング：
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•プルーニング適格リストは、トランクポートだけに適用されます。

•トランクポートごとに独自の適格リストがあります。

• VLANをプルーニングしない場合は、プルーニング適格リストから VLANを削除します。プ
ルーニング不適格の VLANは、フラッディングトラフィックを受信します。

• VLAN 1、VLAN 1002～ 1005、および拡張範囲VLAN（VLAN 1006～ 4094）は、プルーニン
グできません。

Examples
次の例では、すべてのタグなしトラフィックを送信するポートのデフォルトとして、VLAN
3を設定する方法を示します。
Device> enable
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# switchport trunk native vlan 3

次の例では、許可リストに VLAN 1、2、5、および 6を追加する方法を示します。
Device> enable
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# switchport trunk allowed vlan add 1,2,5,6

次の例では、プルーニング適格リストからVLAN 3および 10～ 15を削除する方法を示し
ます。

Device> enable
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# switchport trunk pruning vlan remove 3,10-15

設定を確認するには、 show interfaces interface-id switchport特権 EXECコマンドを入力
します。
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vlan
VLANを追加して、VLANコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで vlanコマンドを使用します。VLANを削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

vlan vlan-id
no vlan vlan-id

Syntax Description 追加および設定するVLANの ID。指定できる範囲は 1～ 4094です。1つのVLAN ID、
それぞれをカンマで区切った一連の VLAN ID、またはハイフンを間に挿入した VLAN
IDの範囲を入力できます。

vlan-id

Command Default なし

Command Modes グローバルコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines 通常範囲の VLAN（VLAN ID 1～ 1005）や拡張範囲 VLAN（VLAN ID 1006～ 4094）を追加する
には、vlan vlan-idグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。通常範囲のVLAN
の設定情報は常に VLANデータベースに保存されます。この情報を表示するには、show vlan特
権EXECコマンドを入力します。VTPモードがトランスペアレントである場合、通常範囲のVLAN
のVLAN設定情報も deviceの実行コンフィギュレーションファイルに保存されます。拡張範囲の
VLAN IDは VLANデータベースに保存されず、スイッチの実行コンフィギュレーションファイ
ルに保存されます。また、設定をスタートアップコンフィギュレーションファイルに保存できま

す。

VTPバージョン 3は拡張範囲VLANの伝播をサポートしています。VTPバージョン 1および 2で
伝播する範囲は、VLAN 1～ 1005だけです。

VLANおよび VTP設定をスタートアップコンフィギュレーションファイルに保存して deviceを
リブートすると、設定は次のように選択されます。

•スタートアップコンフィギュレーションおよび VLANデータベース内の VTPモードがトラ
ンスペアレントであり、VLANデータベースとスタートアップコンフィギュレーションファ
イルのVTPドメイン名が一致する場合は、VLANデータベースが無視され（クリアされ）、
スタートアップコンフィギュレーションファイル内の VTPおよび VLAN設定が使用されま
す。VLANデータベース内の VLANデータベースリビジョン番号は変更されません。

•スタートアップコンフィギュレーション内の VTPモードまたはドメイン名が VLANデータ
ベースと一致しない場合、VLAN ID 1～ 1005のドメイン名、VTPモード、および VTP設定
には VLANデータベース情報が使用されます。
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無効な VLAN IDを入力すると、エラーメッセージが表示され、VLANコンフィギュレーション
モードを開始できません。

VLANIDを指定してvlanコマンドを入力すると、VLANコンフィギュレーションモードがイネー
ブルになります。既存の VLANの VLAN IDを入力すると、新しい VLANは作成されませんが、
そのVLANのVLANパラメータを変更できます。指定されたVLANは、VLANコンフィギュレー
ションモードを終了したときに追加または変更されます。（VLAN 1～ 1005の）shutdownコマ
ンドだけがただちに有効になります。

すべてのコマンドが表示されますが、拡張範囲VLANでサポートされるVLANコンフィギュレー
ションコマンドは remote-spanだけです。拡張範囲 VLANの場合、他のすべての特性はデフォル
トステートのままにしておく必要があります。

Note

次のコンフィギュレーションコマンドをVLANコンフィギュレーションモードで利用できます。
各コマンドの no形式を使用すると、特性がそのデフォルトステートに戻ります。

• are are-number：この VLANの全ルートエクスプローラ（ARE）ホップの最大数を定義しま
す。このキーワードは、TrCRFVLANだけに適用されます。指定できる範囲は 0～ 13です。
デフォルト値は 7です。値が入力されない場合、最大数は 0であると見なされます。

• backupcrf：バックアップ CRFモードを指定します。このキーワードは、TrCRF VLANだけ
に適用されます。

• enable：この VLANのバックアップ CRFモード。

• disable：この VLANのバックアップ CRFモード（デフォルト）。

• bridge {bridge-number | type}：論理分散ソースルーティングブリッジ、つまり、FDDI-NET、
トークンリング NET、および TrBRF VLAN内で親 VLANとしてこの VLANを持つすべての
論理リングと相互接続するブリッジを指定します。指定できる範囲は0～15です。FDDI-NET、
TrBRF、およびトークンリングNETVLANについては、デフォルトのブリッジ番号は0（ソー
スルーティングブリッジなし）です。typeキーワードは、TrCRFVLANだけに適用され、次
のうちのいずれかです。

• srb：ソースルートブリッジング。

• srt：（ソースルートトランスペアレント）ブリッジング VLAN

• exit：変更を適用し、VLANデータベースリビジョン番号（VLAN 1～ 1005）を増加させ、
VLANコンフィギュレーションモードを終了します。

• media：VLANメディアタイプを定義します。タイプは次のいずれかになります。
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deviceがサポートするのは、イーサネットポートだけです。FDDIおよ
びトークンリングメディア固有の特性は、別の devicesに対する VLAN
Trunking Protocol（VTP）グローバルアドバタイズメントに限って設定
します。これらの VLANはローカルに停止されます。

Note

• ethernet：イーサネットメディアタイプ（デフォルト）。

• fd-net：FDDIネットワークエンティティタイトル（NET）メディアタイプ。

• fddi：FDDIメディアタイプ。

• tokenring：VTP v2モードがディセーブルの場合は、トークンリングメディアタイプ。
VTPバージョン 2（v）モードがイネーブルの場合は、TrCRF。

• tr-net：VTP v2モードがディセーブルの場合は、トークンリングネットワークエンティ
ティタイトル（NET）メディアタイプ。VTP v2モードがイネーブルの場合は、TrBRF
メディアタイプ。

さまざまなメディアタイプで有効なコマンドおよび構文については、下の表を参照してくだ

さい。

• name vlan-name：管理ドメイン内で一意である 1～ 32文字の ASCII文字列で VLANに名前
を付けます。デフォルトは VLANxxxxです。ここで、xxxxは VLAN ID番号と同じ 4桁の数
字（先行ゼロを含む）です。

• no：コマンドを無効にするか、またはデフォルト設定に戻します。

• parent parent-vlan-id：既存の FDDI、トークンリング、または TrCRF VLANの親 VLANを指
定しますこのパラメータは、TrCRFが所属する TrBRFを識別するもので、TrCRFを定義する
ときに必要です。指定できる範囲は 0～ 1005です。デフォルトの親VLAN IDは、FDDIおよ
びトークンリング VLANでは 0（親 VLANなし）です。トークンリングおよび TrCRF VLAN
の両方で、親 VLAN IDはデータベースにすでに存在していて、トークンリング NETまたは
TrBRF VLANと関連付けられている必要があります。

• remote-span：VLANをリモート SPAN（RSPAN）VLANとして設定します。RSPAN機能が
既存の VLANに追加される場合、まず VLANは削除され、次に RSPAN機能とともに再生さ
れます。RSPAN機能が削除されるまで、どのアクセスポートも非アクティブになります。
VTPがイネーブルの場合、新しいRSPANVLANは、1024より小さい数字のVLAN IDのVTP
により伝播されます。ラーニングは VLAN上でディセーブルになります。

• ring ring-number：FDDI、トークンリング、またはTrCRFVLANの論理リングを定義します。
指定できる範囲は 1～ 4095です。トークンリング VLANのデフォルト値は 0です。FDDI
VLANには、デフォルト設定はありません。

• said said-value：IEEE 802.10に記載されているセキュリティアソシエーション ID（SAID）
を指定します。指定できる IDは、1～ 4294967294です。この数字は、管理ドメイン内で一
意である必要があります。デフォルト値は、100000に VLAN ID番号を加算した値です。
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• shutdown：VLAN上でVLANスイッチングをシャットダウンします。このコマンドはただち
に有効になります。他のコマンドは、VLANコンフィギュレーションモードを終了したとき
に有効になります。

• state：VLANの状態を指定します。

• active VLANが稼働中であることを意味します（デフォルト）。

• suspend VLANが停止していることを意味します。停止している VLANはパケットを通
過させません。

• ste ste-number：スパニングツリーエクスプローラ（STE）ホップの最大数を定義します。こ
のキーワードは、TrCRFVLANだけに適用されます。指定できる範囲は 0～ 13です。デフォ
ルト値は 7です。

• stp type：FDDI-NET、トークンリング NET、または TrBRF VLANのスパニングツリータイ
プを定義します。FDDI-NET VLANの場合、デフォルトの STPタイプは ieeeです。トークン
リングNET VLANの場合、デフォルトの STPタイプは ibmです。FDDIおよびトークンリン
グ VLANの場合、デフォルトのタイプは指定されていません。

• ieee：ソースルートトランスペアレント（SRT）ブリッジングを実行している IEEEイー
サネット STP。

• ibm：ソースルートブリッジング（SRB）を実行している IBM STP。

• auto：ソースルートトランスペアレント（SRT）ブリッジング（IEEE）およびソースルー
トブリッジング（IBM）の組み合わせを実行している STP。

• tb-vlan1 tb-vlan1-idおよび tb-vlan2 tb-vlan2-id：この VLANにトランスレーショナルブリッ
ジングが行われている 1番めおよび 2番めの VLANを指定します。トランスレーショナル
VLANは、たとえば FDDIまたはトークンリングをイーサネットに変換します。指定できる
範囲は 0～ 1005です。値が指定されないと、0（トランスレーショナルブリッジングなし）
と見なされます。

Table 4:さまざまなメディアタイプで指定できるコマンドと構文

指定できる構文メディアタイプ

name vlan-name, media ethernet, state {suspend |
active}, said said-value, remote-span, tb-vlan1
tb-vlan1-id, tb-vlan2 tb-vlan2-id

イーサネット

name vlan-name, media fddi, state {suspend |
active}, said said-value, ring ring-number, parent
parent-vlan-id, tb-vlan1 tb-vlan1-id, tb-vlan2
tb-vlan2-id

FDDI
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指定できる構文メディアタイプ

name vlan-name, media fd-net , state {suspend |
active}, said said-value, bridge bridge-number, stp
type {ieee | ibm | auto}, tb-vlan1 tb-vlan1-id,
tb-vlan2 tb-vlan2-id

VTPv2モードがディセーブルの場合は、stp type
を auto.に設定しないでください

FDDI-NET

VTP v1モードはイネーブルです。

name vlan-name, media tokenring, state {suspend
| active}, said said-value, ring ring-number, parent
parent-vlan-id, tb-vlan1 tb-vlan1-id, tb-vlan2
tb-vlan2-id

Token Ring

VTP v2モードはイネーブルです。

name vlan-name, media tokenring, state {suspend
| active}, said said-value, ring ring-number, parent
parent-vlan-id, bridge type {srb | srt}, are
are-number, ste ste-number, backupcrf {enable |
disable}, tb-vlan1 tb-vlan1-id, tb-vlan2 tb-vlan2-id

トークンリングコンセントレータリレー機能

（TrCRF）

VTP v1モードはイネーブルです。

name vlan-name, media tr-net, state {suspend |
active}, said said-value, bridge bridge-number, stp
type {ieee | ibm}, tb-vlan1 tb-vlan1-id, tb-vlan2
tb-vlan2-id

トークンリング NET

VTP v2モードはイネーブルです。

name vlan-name, media tr-net, state {suspend |
active}, said said-value, bridge bridge-number, stp
type {ieee | ibm | auto}, tb-vlan1 tb-vlan1-id,
tb-vlan2 tb-vlan2-id

トークンリングブリッジリレー機能（TrBRF）

次の表に、VLANの設定ルールを示します。
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Table 5: VLAN設定ルール

ルール設定

すでにデータベースに存在しているTrBRFの親
VLAN IDを指定します。

リング番号を指定します。このフィールドを空

白のままにしないでください。

TrCRF VLANに同じ親 VLAN IDがある場合に
は一意のリング番号を指定します。1つのバッ
クアップコンセントレータリレー機能（CRF）
だけをイネーブルにすることができます。

VTP v2モードがイネーブルで、TrCRF VLAN
メディアタイプを設定している場合

バックアップ CRFを指定しないでください。VTPv2モードがイネーブルで、TrCRFメディア
タイプ以外の VLANを設定している場合

ブリッジ番号を指定します。このフィールドを

空白のままにしないでください。

VTP v2モードがイネーブルで、TrBRF VLAN
メディアタイプを設定している場合

VLANのSTPタイプを autoに設定しないでくだ
さい。

このルールは、イーサネット、FDDI、
FDDI-NET、トークンリング、およびトークン
リング NET VLANに適用されます。

VTP v1モードがイネーブルの場合
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ルール設定

使用されるトランスレーショナルブリッジング

VLANIDは、すでにデータベースに存在してい
る必要があります。

（たとえば、イーサネットは FDDIをポイント
し、FDDIはイーサネットをポイントするとい
うように）コンフィギュレーションがポイント

しているトランスレーショナルブリッジング

VLAN IDにも、トランスレーショナルブリッ
ジングパラメータの 1つに元の VLANへのポ
インタが含まれている必要があります。

コンフィギュレーションがポイントするトラン

スレーショナルブリッジングVLANIDは、（た
とえば、イーサネットはトークンリングをポイ

ントすることができるというように）元のVLAN
とは異なるメディアタイプである必要がありま

す。

両方のトランスレーショナルブリッジング

VLANIDが設定されている場合、（たとえば、
イーサネットは FDDIおよびトークンリングを
ポイントすることができるというように）これ

らの VLANは異なるメディアタイプである必
要があります。

トランスレーショナルブリッジングが必要な

VLANを追加する場合（値は 0に設定されな
い）

Examples
次の例では、デフォルトのメディア特性を持つイーサネット VLANを追加する方法を示
します。デフォルトには VLAN xxxxの vlan-nameが含まれています。ここで、xxxxは
VLAN ID番号と同じ 4桁の数字（先行ゼロを含む）です。デフォルトのmediaは ethernet
です。stateは activeです。デフォルトの said-valueは、100000に VLAN IDを加算した値
です。mtu-size変数は 1500、stp-typeは ieeeです。exit VLANコンフィギュレーションコ
マンドを入力した場合、VLANがまだ存在していなかった場合にはこれが追加されます。
そうでない場合、このコマンドは何も作用しません。

次に、新しい VLANをすべてデフォルトの特性で作成し、VLANコンフィギュレーショ
ンモードを開始する例を示します。

デバイス(config)# vlan 200
デバイス(config-vlan)# exit
デバイス(config)#

次に、新しい拡張範囲VLANをすべてデフォルトの特性で作成して、VLANコンフィギュ
レーションモードを開始し、新しいVLANを deviceのスタートアップコンフィギュレー
ションファイルに保存する例を示します。
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デバイス(config)# vlan 2000
デバイス(config-vlan)# end
デバイス# copy running-config startup config

設定を確認するには、show vlan特権 EXECコマンドを入力します。
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vlan dot1q tag native
すべての IEEE 802.1Qトランクポートでネイティブ VLANフレームのタギングをイネーブルにす
るには、グローバルコンフィギュレーションモードで vlan dot1q tag nativeコマンドを使用しま
す。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

vlan dot1q tag native
no vlan dot1q tag native

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Default IEEE 802.1Qネイティブ VLANタギングはディセーブルです。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines イネーブルの場合は、すべての IEEE 802.1Qトランクポートから出るネイティブVLANパケット
がタグ付けされます。

ディセーブルの場合は、すべての IEEE 802.1Qトランクポートから出るネイティブVLANパケッ
トがタグ付けされません。

IEEE 802.1Qトンネリングに関する詳細については、このリリースに対応するソフトウェアコン
フィギュレーションガイドを参照してください。

Examples
次の例では、ネイティブ VLANフレームの IEEE 802.1Qタギングをイネーブルにする方
法を示します。

Device# configure terminal
Device (config)# vlan dot1q tag native
Device (config)# end

設定を確認するには、show vlan dot1q tag native特権 EXECコマンドを入力します。

VLANコマンド
41

VLANコマンド
vlan dot1q tag native



vtp（グローバルコンフィギュレーション）
VLANトランキングプロトコル（VTP）設定の特性を設定するか、または変更するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで vtpコマンドを使用します。この設定を削除したりデフォ
ルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

vtp {domain domain-name | file filename | interface interface-name [only] |mode {client | off | server
| transparent} [mst | unknown | vlan] | password password [hidden | secret] | pruning | version number}
no vtp {file | interface | mode [client | off | server | transparent] [mst | unknown | vlan] | password |
pruning | version}

Syntax Description VTPドメイン名をデバイスのVTP管理ドメインを識別する1～32文字のASCII
文字列で指定します。ドメイン名では大文字と小文字が区別されます。

domain
domain-name

VTP VLAN設定が保存されている Cisco IOSファイルシステムファイルを指定
します。

file filename

このデバイスで更新された VTP IDを提供するインターフェイスの名前を指定
します。

interface
interface-name

（任意）VTP IPアップデータとしてこのインターフェイスの IPアドレスだけ
を使用します。

only

VTPデバイスモードをクライアント、サーバ、またはトランスペアレントに指
定します。

mode

デバイスを VTPクライアントモードにします。VTPクライアントモードのデ
バイスはVTPに対してイネーブルであり、アドバタイズメントを送信できます
が、VLAN設定を格納するための十分な不揮発性メモリがありません。VTPク
ライアントでは、VLANを設定できません。VLANは、ドメインに含まれる、
他のサーバモードのデバイスで設定します。VTPクライアントが起動すると、
VTPクライアントはそのVLANデータベースを初期化するアドバタイズを受信
するまで、VTPアドバタイズを送信しません。

client

デバイスを VTPオフモードにします。VTPオフモードのデバイスは、トラン
クポート上で VTPアドバタイズメントを転送しないことを除いて、VTPトラ
ンスペアレントデバイスと同様に機能します。

off

デバイスを VTPサーバモードにします。VTPサーバモードのデバイスは VTP
に対してイネーブルであり、アドバタイズメントを送信します。デバイスで

VLANを設定できます。デバイスは、再起動後に、不揮発性メモリから現在の
VTPデータベース内のすべての VLAN情報を回復できます。

server

VLANコマンド
42

VLANコマンド

vtp（グローバルコンフィギュレーション）



デバイスを VTPトランスペアレントモードにします。VTPトランスペアレン
トモードのデバイスは、VTPに対してディセーブルであり、アドバタイズメン
トの送信や、他のデバイスから送信されたアドバタイズメントからの学習を行

いません。また、ネットワーク内の他のデバイスのVLAN設定に影響を与える
ことはありません。デバイスはVTPアドバタイズメントを受信し、アドバタイ
ズメントを受信したトランクポートを除くすべてのトランクポートにこれを転

送します。

VTPモードがトランスペアレントである場合、モードおよびドメイン名はデバ
イスの実行コンフィギュレーションファイルに保存されます。この情報をデバ

イスのスタートアップコンフィギュレーションファイルに保存するには、copy
running-config startup config特権 EXECコマンドを入力します。

transparent

（任意）マルチスパニングツリー（MST）VTPデータベース（VTPバージョ
ン 3に限る）にモードを設定します。

mst

（任意）未知の VTPデータベース（VTPバージョン 3に限る）にモードを設
定します。

unknown

（任意）VLANVTPデータベースにモードを設定します。これがデフォルトで
す（VTPバージョン 3に限る）。

vlan

VTPアドバタイズメントで送信され、受信 VTPアドバタイズメントを確認す
るためのMD5ダイジェスト計算で使用される 16バイトの秘密値を生成するた
めの管理ドメインパスワードを設定します。パスワードは、1～ 32文字の
ASCII文字列です。パスワードでは大文字と小文字が区別されます。

password
password

（任意）パスワード文字列から生成されたキーが VLANデータベースファイ
ルに保存されることを指定します。hiddenパスワードを入力した場合、そのパ
スワードを再入力し、ドメイン内でコマンドを実行する必要があります。この

キーワードは、VTPバージョン 3だけでサポートされています。

hidden

（任意）ユーザがパスワードの秘密キーを直接設定できるようにします（VTP
バージョン 3に限る）。

secret

デバイス上で VTPプルーニングをイネーブルにします。pruning

VTPバージョンをバージョン 1、バージョン 2、またはバージョン 3に設定し
ます。

version number

Command Default デフォルトのファイル名は flash:vlan.datです。

デフォルトモードはサーバモードで、デフォルトのデータベースは VLANです。

VTPバージョン 3では、MSTデータベースのデフォルトモードはトランスペアレントです。

ドメイン名またはパスワードは定義されていません。

パスワードは設定されていません。
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プルーニングはディセーブルです。

デフォルトのバージョンはバージョン 1です。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines VTPモード、ドメイン名、およびVLAN設定をデバイスのスタートアップコンフィギュレーショ
ンファイルに保存して、デバイスを再起動すると、VTPおよびVLAN設定は次の条件によって選
択されます。

•スタートアップコンフィギュレーションおよび VLANデータベース内の VTPモードがトラ
ンスペアレントであり、VLANデータベースとスタートアップコンフィギュレーションファ
イルのVTPドメイン名が一致する場合は、VLANデータベースが無視され（クリアされ）、
スタートアップコンフィギュレーションファイル内の VTPおよび VLAN設定が使用されま
す。VLANデータベース内の VLANデータベースリビジョン番号は変更されません。

•スタートアップコンフィギュレーション内の VTPモードまたはドメイン名が VLANデータ
ベースと一致しない場合、VLAN ID 1～ 1005のドメイン名、VTPモード、および VTP設定
には VLANデータベース情報が使用されます。

新規データベースをロードするのに vtp file filenameを使用することはできません。これは、既存

のデータベースが保存されているファイルの名前を変更するだけです。

VTPドメイン名を設定するときには、次の注意事項に従ってください。

•ドメイン名を設定するまで、デバイスは非管理ドメインステートの状態です。非管理ドメイ
ンステートの間は、ローカルVLAN設定に変更が生じても、デバイスはVTPアドバタイズメ
ントを送信しません。デバイスは、トランキングを行っているポートで最初のVTPサマリー
パケットを受信した後、または vtp domainコマンドでドメイン名を設定した後で、非管理ド
メインステートから抜け出します。装置がサマリーパケットからドメインを受け取る場合

は、コンフィギュレーションリビジョン番号が 0にリセットされます。デバイスが非管理ド
メインステートから抜け出したあと、NVRAMをクリアしてソフトウェアをリロードするま
で、スイッチがこのステートに再び入るよう設定することはできません。

•ドメイン名では、大文字と小文字が区別されます。

•設定したドメイン名は、削除できません。別のドメインに再度割り当てるしかありません。

VTPモードを設定するときには、次の注意事項に従ってください。

• no vtp modeコマンドを使用すると、デバイスを VTPサーバモードに戻すことができます。

• vtp mode serverコマンドは、デバイスがクライアントモードまたはトランスペアレントモー
ドでない場合にエラーを返さないことを除けば、no vtp modeと同じです。
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•受信デバイスがクライアントモードである場合、クライアントデバイスはその設定を変更し
て、サーバの設定をコピーします。クライアントモードのデバイスがある場合には、必ずサー

バモードのデバイスですべてのVTPまたはVLAN設定変更を行ってください。サーバモード
のデバイスの方が、保持しているVTPコンフィギュレーションリビジョン番号が大きいため
です。受信デバイスがトランスペアレントモードである場合、そのデバイスの設定は変更さ

れません。

•トランスペアレントモードのデバイスは、VTPに参加しません。トランスペアレントモード
のデバイスでVTPまたはVLAN設定の変更を行った場合、その変更はネットワーク内の他の
デバイスには伝播されません。

•サーバモードのデバイスで VTPまたは VLAN設定を変更した場合、その変更は同じ VTPド
メインのすべてのデバイスに伝播されます。

• vtp mode transparentコマンドは、ドメインの VTPをディセーブルにしますが、デバイスか
らドメインを削除しません。

• VTPバージョン 1および 2では、VTPおよびVLAN情報を実行コンフィギュレーションファ
イルに保存する場合には、VTPモードはトランスペアレントに設定してください。

• VTPバージョン 1および 2では、拡張範囲 VLANがスイッチで設定されている場合には、
VTPモードをクライアントまたはサーバに変更できません。VTPモードは、VTPバージョン
3で拡張 VLANを使用することにより変更できます。

•拡張範囲 VLANを追加したり、VTPおよび VLAN情報を実行コンフィギュレーションファ
イルに保存したりする場合には、VTPモードはトランスペアレントに設定してください。

•ダイナミックVLAN作成がディセーブルの場合、VTPに設定できるモードは、サーバモード
またはクライアントモードのいずれかに限ります。

• vtp mode offコマンドを使用すると、デバイスをオフに設定します。no vtp mode offコマンド
を使用すると、デバイスを VTPサーバモードにリセットします。

VTPパスワードを設定するときには、次の注意事項に従ってください。

•パスワードは大文字と小文字が区別されます。パスワードは、同じドメイン内のすべてのデ
バイスで一致している必要があります。

•デバイスをパスワードが設定されていない状態に戻す場合は、このコマンドのnovtppassword
形式を使用します。

• hiddenおよび secretキーワードは、VTPバージョン 3だけでサポートされています。VTP
バージョン 2から VTPバージョン 3に変換する場合、変換前に hiddenまたは secretキーワー
ドを削除する必要があります。

VTPプルーニングを設定するときには、次の注意事項に従ってください。

• VTPプルーニングは、プルーニング適格 VLANに所属するステーションがない場合、その
VLANの情報を VTP更新から削除します。
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• VTPサーバでプルーニングをイネーブルにすると、プルーニングは VLAN ID 1～ 1005の管
理ドメイン全体でイネーブルになります。

•プルーニング適格リストに指定された VLANだけが、プルーニングの対象になります。

•プルーニングは、VTPバージョン 1およびバージョン 2でサポートされています。

VTPバージョンを設定するときには、次の注意事項に従ってください。

•バージョン 2（v2）モードステートを切り替えると、ある一定のデフォルト VLANのパラ
メータが変更されます。

•各 VTPデバイスは他のすべての VTPデバイスの機能を自動的に検出します。VTPバージョ
ン 2を使用するには、ネットワーク内のすべての VTPデバイスでバージョン 2がサポートさ
れている必要があります。そうでない場合、VTPバージョン 1モードで稼働するよう設定す
る必要があります。

•ドメイン内のすべてのデバイスが VTPバージョン 2対応である場合、1つのデバイスでバー
ジョン 2を設定すれば、バージョン番号は、VTPドメイン内の他のバージョン 2対応デバイ
スに伝播されます。

•トークンリング環境でVTPを使用している場合、VTPバージョン 2もイネーブルである必要
があります。

• Token Ring Bridge Relay Function（TrBRF）または Token Ring Concentrator Relay Function
（TrCRF）VLANメディアタイプを設定している場合には、バージョン 2を使用してくださ
い。

•トークンリングまたはトークンリングNETVLANメディアタイプを設定している場合には、
バージョン 1を使用してください。

• VTPバージョン 3では、VLANデータベース情報だけでなく、すべてのデータベースVTP情
報がその VTPドメイン全体に伝播します。

• VTPバージョン 3の 2つのリージョンが、VTPバージョン 1またはVTPバージョン 2のリー
ジョン経由で通信できるのは、トランスペアレントモードの場合に限られます。

デバイスコンフィギュレーションファイルにパスワード、プルーニング、およびバージョンコ

ンフィギュレーションを保存することはできません。

Examples
次の例では、VTPコンフィギュレーションストレージのファイル名を vtpfilenameに変更
する方法を示します。

Device(config)# vtp file vtpfilename

次の例では、デバイスストレージのファイル名をクリアする方法を示します。

Device(config)# no vtp file vtpconfig
Clearing device storage filename.
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次の例では、このデバイスのVTPアップデータ IDを提供するインターフェイスの名前を
指定する方法を示します。

Device(config)# vtp interface gigabitethernet

次の例では、デバイスの管理ドメインを設定する方法を示します。

Device(config)# vtp domain OurDomainName

次の例では、デバイスを VTPトランスペアレントモードにする方法を示します。
Device(config)# vtp mode transparent

次の例では、VTPドメインパスワードを設定する方法を示します。
Device(config)# vtp password ThisIsOurDomainsPassword

次の例では、VLANデータベースでのプルーニングをイネーブルにする方法を示します。
Device(config)# vtp pruning
Pruning switched ON

次の例では、VLANデータベースのバージョン2モードをイネーブルにする方法を示しま
す。

Device(config)# vtp version 2

設定を確認するには、show vtp status特権 EXECコマンドを入力します。
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vtp（インターフェイスコンフィギュレーション）
ポート単位で VLAN Trunking Protocol（VTP）をイネーブルにするには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで vtpコマンドを使用します。インターフェイスでVTPをディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

vtp
no vtp

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines このコマンドは、トランキングモードのインターフェイスでのみ入力してください。

Examples
次の例では、インターフェイス上で VTPをイネーブルにする方法を示します。
Device> enable
Device(config-if)# vtp

次の例では、インターフェイス上で VTPをディセーブルにする方法を示します。
Device(config-if)# no vtp
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vtp（インターフェイスコンフィギュレーション）



vtp primary
デバイスを VLAN Trunking Protocol（VTP）プライマリサーバとして設定するには、特権 EXEC
モードで vtp primaryコマンドを使用します。

vtp primary [mst | vlan] [force]

Syntax Description （任意）デバイスをマルチスパニングツリー（MST）機能のプ
ライマリ VTPサーバとして設定します。

mst

（任意）デバイスをVLANのプライマリVTPサーバとして設定
します。

vlan

（任意）プライマリサーバを設定するときにデバイスが競合す

るデバイスをチェックしないように設定します。

force

Command Default デバイスは VTPセカンダリサーバです。

Command Modes 特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines VTPプライマリサーバはデータベース情報をアップデートし、システム内のすべてのデバイスに
よって行われるアップデートを送信します。VTPセカンダリサーバは、プライマリサーバから受
信したアップデートされたVTPのコンフィギュレーションをNVRAMにバックアップすることだ
けができます。

デフォルトでは、すべてのデバイスはセカンダリサーバとして起動します。プライマリサーバの

ステータスは、管理者がドメイン内のテイクオーバーメッセージを発行する場合のデータベース

アップデートのためだけに必要です。プライマリサーバなしで実用VTPドメインを持つことがで
きます。

デバイスがリロードするかドメインパラメータが変更された場合、プライマリサーバのステータ

スは失われます。

このコマンドは、デバイスが VTPバージョン 3を実行している場合にのみサポートされます。Note

Examples
次の例では、デバイスを VLANのプライマリ VTPサーバとして設定する方法を示しま
す。

Device> enable
Device# vtp primary vlan
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Setting device to VTP TRANSPARENT mode.

設定を確認するには、show vtp status特権 EXECコマンドを入力します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


